　　　エピローグ
「星瓦……くん……？」
　部屋のドアを開けて、委員長がこちらを見ていた。
　現在、僕と姫華はベッドの上。姫華は、服をたくし上げて胸をさらしている。
「あ、えーと、これは……」
　僕が言い訳の言葉を見つける前に、
「浮気者！」
　走り去る委員長。その瞳からこぼれた涙が、スローモーションで斜めに落ちてゆく。
「……アリ彦、追いかけなくていいの？」
　姫華が尋ねる。
「僕は、姫華さえいればいい」
　彼女の華奢な身体を抱きしめる。
「アリ彦……」
「姫華……君がほしい」
「いいよ。アリ彦となら、なんだってしちゃう」
　こうして、僕と姫華は、激しく愛し合うのだった。
「……ここは、どこ？」
　真っ暗な空間のなかに、僕はいた。
　どこからともなく、声が聞こえてくる。
「ほーしがわら、ありひこー」
　地獄の底から響き渡るような声。声優で言えば若本だ。
　僕はその渋い声に対して、叫び返した。
「いや、僕は『ここはどこ？』と訊いたのであって、『わたしはだれ？』とは訊いてない。ていうか、お前こそ誰だ。そしてここはどこだ」
　すると、僕の目の前に、いかにも悪の大魔王といった風貌の男が現れた。頭には角、背中には黒いマント。
「わーしは閻魔大王。ここは地獄じゃー」
「地獄かよ！」
　地獄の底から響き渡るような声は、本当に地獄から発せられていたということだ。
「どうして僕が地獄に」
　疑問の声をあげると、閻魔大王は一枚の写真を取り出した。そこには委員長が写っていた。
　閻魔大王は言う。
「ほーしがわら、ありひこー。きーさまは、この女の子にみーずから告白しておきながら、その日のうちに別の女の子と愛し合ったそうじゃないかーっ」
「うっ」
　確かにそうだ。これは地獄に落ちても仕方がないかもしれない。
　閻魔大王は、委員長の写真をなびかせて、
「うーわきの被害者が、ただの女の子ならまだいい。だがそれがメガネっ娘となーった日にゃ、許してはおけーん」
「メガネフェチかよ！」
「フェチとかー、言うな。せめてメガネ萌えとー、言え」
「どっちでもいいよそんなの！　ていうか、僕はメガネのせいで地獄に落とされたのか！？」
　このツッコミは、閻魔大王の怒りに火をそそいでしまったようだった。
「メガネを悪く言うとは、まーすます許せーん。きーさまは、視力が０．０１になったうえでメガネなしで生活しなければならないという、近眼地獄に落としてやるー。メガネを笑うものはー、メガネに泣くのだー」
　閻魔大王はスイッチを押す。
「ぽちっとな」
　足元の地面がパカッと割れて、僕は文字通り奈落の底へと落ちていった。
　視界がぼんやりとしている。
　閻魔大王によって近眼地獄に落とされてしまった。地面に打ちつけた背中をさすりつつ、僕は嘆いた。
「ああどうしよう。なんにも見えない」
　すると、聞き覚えのある声がした。
「もう、なに寝ぼけてるの、アリ彦」
「その声は……姫華！」
　なんということだろうか。僕だけでなく姫華まで、近眼地獄に落とされてしまったというのか。彼女に罪はないのに。地獄に落ちるのは僕一人で十分だ。
　僕は頭上を仰ぎ、はるか上空にいるであろう閻魔大王に向かって叫ぶ。
「閻魔大王！　姫華は無実だ！　こいつだけでも天国に連れて行ってやってくれ！」
「死んでない」
　姫華がアイロンでツッコミを入れてきた。
「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いて),痛)ぇよ！」
　鉄の塊で叩かれた額をさすっていると、姫華が言った。
「コンタクト落ちてたわよ」
「え……」
　姫華が拾ってくれたそれを自分の目に装着し、ようやく僕は現状を理解した。
　ここは姫華の部屋だった。
どうやら僕は寝ている間にベッドから転落して、はずみでコンタクトレンズも落としてしまったらしい。
「じゃあ、あれは、夢……」
　ほっと一安心。
　しかし、僕が委員長を傷つけたことは事実だ。
　僕は、
「委員長に謝ってくる」
　と告げて、彼女の部屋へ向かった。
「あぁン、お姉さま、気持ちいいですぅ」
「ふふ、こんなに感じるなんて、こよりちゃんはエッチなコね」
　こんな会話が、壁を隔てて聞こえてきた。
僕が委員長に謝ろうと、彼女の部屋の前まで来たときだった。
「……」
　聞かなかったことにしよう。
　僕はその場から立ち去った。
「あら、プラネットくん」
　廊下を歩いていた僕をコードネームで呼んだのは、バンブーさんだった。
「スワンちゃんに素敵な恋をさせるっていう任務のことなんだけど……」
　スワンとは、委員長のコードネームだ。
　僕は言った。
「ああ、それなら大丈夫。さっき委員長の部屋に行ったら、こよりちゃんと愛し合ってましたから」
　するとバンブーさんは、よろよろとその場にくずおれた。
「バンブーさん！」
　僕が駆け寄って彼女の身体を支える。
「そ、そんな……スワンちゃんとクレーンちゃんが愛し合っていたなんて……」
　バンブーさんはかなりショックを受けているようすだ。
　僕が、
「委員長の恋の相手が女の子だからって、バンブーさんがそんなに落ち込むようなことでもないでしょう」
　と言うと、バンブーさんは、
「そうじゃなくて」
　と首を振った。
　そしてしくしくと涙を流す。
「昨夜、わたしの部屋にスワンちゃんが来たの」
「バンブーさん、まさか……」
　彼女はうなずいた。
「そうなの。わたしとスワンちゃんは激しく愛し合ったわ」
「……」
　僕は絶句した。
　バンブーさんは言う。
「だから、スワンちゃんに素敵な恋をさせるっていう任務はもう達成された……って言おうとしたんだけど……どういうことなの！？　スワンちゃんとクレーンちゃんが愛し合ってるなんて！」
　バンブーさんは床に膝をつき、僕を抱きかかえて号泣し始めた。
「僕に言われても……」
　困惑していると、さらにややこしいことに、姫華がやってきた。
「アリ彦！　なんであんたが、バンブーさんと抱き合ってるのよ！」
　そう言って、手にしたアイロンで僕の頭を殴ってくる。
「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いて),痛)っ！　なにするんだよ」
「なにするんだよ、じゃないわよ！　この、浮気者！」
　どがっ。ぼごっ。
　鉄の塊が、容赦なく僕の脳天を直撃する。
「違う！　浮気者は委員長であって……」
「委員長は関係ないでしょ！」
「いやそれがあるんだよ。話を聞いてくれ」
「問答無用！」
　ばきっ。ぐぼっ。
　こうして僕は、気絶するまでアイロンで殴られ続けた。
　これからも僕は姫華と、退屈だけとは無縁な生活を送っていくのだろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　完
